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要約　異性愛は近代西洋文化において康位なセクシュアリティであるI.しかしながら.それさi単に私的空間

における性行為によってのみ定義されるものではなく､大部分の日常的環境の中で作用している権力関係の一

過程である｡本稿では,レズビアンがどのように日常空間を知覚し経験しているか探求する【′まず.レズビア

ンが職場やホテルといった東境の中で居場所がないout ofplaceと感じていることについて論じる∪なぜなら.

それらの空間は､異性愛者によって組織化･占有されており.不均衡な社会的性的関係を表現･再生産してい

るからであるoまた.反同性愛者による差別や暴力を通して.どのように異性愛ヘゲモニーが空間上に再生産･

表象されるかという点についても考察していくこ結論において､同性愛者であることを暴露されることや反同

性愛者による嫌がらせに対する恐怖のために,日常空間の中で,レズビアンやゲイのセクシュアリティがどの

ような形で抑制されているか､また,そのため.異性愛の空間的ヘゲモニーがどのように育毛れていくか､と

いう点についても考察していく｡

街中の土曜の朝ほどのびのびするものはありません｡ I

(レズビアン､中産階級, ヨo代) i)

年齢やジェンダーが日常空間に関する個人の知覚や

経験に対して多大な影響を与えていることは.地理学

の文献の中で､十分に立証されていることである(Hart,

1978; Valentine, 1989)｡性差が男女間の権力の不平等に

起因するものであり.そのような不平等は.どのよう

に空間がデザイン･占拠･支配されるかということに

反映されているというのである｡しかしながら.上記

の引用が示すように,ジェンダーだけが作用して､場

所を占有し支配し,他の集団による空間の利用に影響

*　マンチェスタ-大学　**　大阪市立大学

を与えているのではない｡異性愛もまた空間上に強力

に表現されているのである｡

公/私･二分法の神話

時代､社会､文化を限らず.同性間関係がかなりの

頻度で受容されてきたという事実にもかかわらず､近

代西洋文化において優越したセクシュアリティは異性

愛である(D'Emilio and Freedman, 1988)c　このような

優越性は.男女が再生産するという生物的な本能を有

しているという事実に帰するものであるo r標準的な

セックス｣は､それゆえ.ペニスの挿入による生殖と

して定義され.一夫一婦制の関係の中で起こるものだ

と仮定されている｡同性愛という用語は､ 19世紀終わ

りに.医学用語として造り出されたものである｡ ｢同
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性愛は主として医学の枠組みの中で一つの病理として

見なされ､その要因は生物的な性的倒錯もしくは家族

病理にあるとされ､その治療は去勢から心理分析にま

で至った｣ (plummer, 1988, p. 23)｡今では,同性愛は

精神病として取り扱われることはないが, ｢生殖から

親密さ･個人の幸福-,家族･コミュニティから個人

-｣ (Herek, 1992a, p. 93)と､セクシュアリティの役

割について,社会的コンセンサスが変化してきたにも

かかわらず.依然,同性間関係は恥辱的否定的なもの

と見られているo

異性愛は､イデオロギーとしては､ジェンダー･ア

イデンティティの概念､すなわち､男であること､女

であることがいかなるものであるかということ(男ら

しさと女らしさ)について共有された信念や意味とも

関係しあっている｡なぜなら,異性間関係という概念

が次のことを前提と.しているからである｡第1に､男

であることと女であることとの間に二分法的な区分が

ある､第2に､二分されたジェンダー･アイデンティ

ティ(男らしさ一女らしさ)が､性別に二分された身

体(男一女)と対応している(Butler, 1990),

r標準的な｣男らしさと女らしさは,相互の関係の

中で規定されるものである｡その中で,ジェンダー･

アイデンティティの形成と再生産の双方が男性優位,

すなわち､家父長制を生み出し永続させているのであ

る(Coveney et al, 1984)t　不均衡な(異なった性の両

親からなる)家族は,定義上,異性愛的概念であり､

それゆえ､子供を持つということもまた異性愛的なも

のとして認められるのである(Herek, 1992a)｡

したがって､ゲイであるということは､性的行為や

家族構成に関する規範を破壊するだけでなく, ｢自然

な｣男性的､また.女性的振る舞いという規範から逸

脱することでもある0　これらの規範は時と場所によっ

て変化していくものであり,ゆえに,セクシュアリテ

ィ･は単に性行為によってのみ定義されるものではなく､

権力関係の過程として存在しているのである(Foucault

1988)｡近代西洋社会における異性愛は,異性愛家父

長制として,すなわち､男性優越性を反映し再生産す

る社会的性的権力関係の一過程として,描写すること

ができる｡

表向きは,セクシュアリティは家庭という私的空間

に属するものであり､オフィスやレストランといった

公的領域に属するものではないと思われている｡この

ような考え方は,アメリカで行なわれた同性愛者に対

する異性愛者の態度に関する調査結果にも表れているこ

同性愛者が自らのセクシュアリティを公けにしない限

り､同性愛者に対して何ら反対しないという回答が､

披調査者に共通して見られたのである(Herek, 1987) ｡

このような考え方は､英国における同様の調査におい

ても見られる,-　しかしながら.公的空間よりむしろ私

的空間の中にセクシュアリティが位置づけられるとい

う文化的な二分法は､異性愛もまた私的な性的行為に

よって定義されるものであり,公的領域において表明

されるものではないという誤った前提に基づく｡しか

し,実際は､異性愛は婚姻や法制､税制､福祉制度に

おいて制度化され,結婚式や洗礼といった公的儀礼の

中で誉め称えられているのである｡このことは､公的

活動/私的活動を単純に区分することが誤りであると

強調している,⊃　なぜなら,異性愛は,大部分の日常の

諸環境の中で明らかに優位なセクシュアリティだから

である｡それは､私的空間だけの問題ではなく,男女

間のあらゆる関係を伴うものである｡けれども.異性

愛優越の｢自然さ｣を仮定として強調するあまり,大

部分の人々はあらゆる空間において異性愛が権力関係

の一過程として機能していることを忘れがちである｡

ところが,レズビアンであること,もしくはゲイであ

ること2)は.社会の多数派である異性愛に気づき,経

験することなのである｡

本稿では,イングランドのある町3)で行なった調査

結果を用い.レズビアンが日常空間(家庭,職場,社

会空間.サービス環境､公共空間)をどのように認識

し経験しているか考察していく｡資料は, 18才から60

才までの女性40人との詳細なインタビュー(録音お

よび筆記されたもの)に基づく｡彼女らは,現在,自

らがレズビアンであると思っている女性で,現在レズ

ビアンの関係にあるか.もしくは女性のパートナーを

求めている女性である｡中には,以前は,自らを異性

愛看であると思っていた女性もいるo　異性愛者として

の生活とゲイの生活の間に明確な断絶がある人もいる

し,レズビアンだと気づきながらも男性パートナーと

生活し,徐々にレズビアンとしてのアイデンティティ

に移ってきた人もいる｡ 13人は結婚経験があり, 8人

は以前の異性愛関係において子供を有しているc

この調査は繊細な問題を扱うため,他の被調査者を

介して次の被調査者を求める雪だるま式の方法を用い






